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""'8wt%、1.75 wt%、 50 vol%で、最も安定して流動性に優れたサスペンションが得られることを明らかにしている。
第五章では、最適化したサスペンションからゲルキャスティング法で複雑形状の成型体を作製した後に、乾燥およ
び脱パインダー試料の内部気孔を利用して NiO を Ni に水素還元し、引続き常圧焼結することより 3 次元複雑形状の
多機能調和型 Ah03/Ni ナノ複合材料を作製することに成功している。






















挙動(一方向のみ: 78%) は 3 次元材料の場合(全方向: 21%) と大きく異なることを明らかにし、ゲルコーティン
グにより、厚さ約 10nm のナノ複合膜を 1 回のプロセスで成膜できることを見出している。
以上のように、本論文は多次元セラミックス/金属系ナノ複合材料の各種プロセスの最適化に成功すると共に、各プ
ロセスで起こる化学反応、物質移動、複合組織形成のメカニズムならびに微細構造と機能の相関関係に関して多くの
新しい知見を得ている。これらの成果は、物質化学、材料工学、複合材料工学の発展に大きく寄与するものである。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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